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ポリスルホン膜の新時代
ビタミンE固定化持続緩徐式血液濾過器



抄  録

ビタミンE固定化が
血球刺激性や血栓形成に及ぼす効果

ビタミンE固定化膜は、透析膜との接触による酸化ストレスの低減を目的として開発された。当初は、基材となる
透析膜がセルロース膜であったため、溶質透過性能が低かったが、その後、基材にポリスルホン膜が使われるよう
になり、慢性維持透析患者の治療に多く使われるようになった。急性血液浄化の分野においても、ビタミンE固定化
膜（持続緩徐式血液濾過器ヴィライフ）が、2023年に製造承認となり、2024年5月には保険適用となった。急性血液
浄化に用いられる場合、24時間という維持透析に比べて長い治療時間において、その性能を発揮し続けることが可
能かどうか、また、特に抗血栓性の発現機序と実際にどの程度の効果があるのか、検証が必要である。
一方、維持透析患者に使用されたビタミンＥ固定化膜については、透析中の酸化ストレスを軽減するなど、さまざ
まな効果が報告され、抗血栓性も向上していることが報告されている。近年、ビタミンEが固定化された膜表面の構
造について、原子間力顕微鏡を使った分析により、より詳細な情報が明らかとなり、柔らかい表面形状が好中球や
血小板の活性化を抑えている可能性も示唆されている。
活性化した好中球が産生するスーパーオキシドは、血小板を活性化し、また、活性化した血小板は好中球を活性
化するなど、相互に影響を与えることも知られている。したがって、長時間使用される膜において、血球への刺激が
少ないことは重要な特性となる。そこで、in vitroでの実験系において、血球刺激性や抗血栓性を評価し、ビタミン
E 固定化膜の効果を検証した。活性酸素消去するだけではなく、好中球からの活性酸素産生が抑制されること、ま
た、24時間の血液灌流後であっても、ビタミンE の効果は残存していることが確認できた。これらの結果について報
告する。
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ビタミンE固定化PS膜（VEPS膜）によるCRRTの実際：
現場から見た有用性

ポリスルホン膜は血液浄化療法において高い性能を有する一方、膜と血液の接触により血球刺激や酸化ストレス
を誘発し、血栓形成や回路内凝固の一因となることが指摘されている。これに対し、ビタミンEを固定化したポリス
ルホン膜（以下、VEPS膜）を用いたヴィライフは、抗酸化作用と生体適合性の向上を目的として開発された新しいタ
イプの血液濾過器である。VEPS膜は膜表面に形成される柔軟な水和層によって血球の物理的刺激を軽減するとと
もに、膜内に固定化されたビタミンEにより活性酸素種の除去が可能である。この機構により、酸化ストレスを介し
た血管内皮細胞障害や血小板活性化の抑制が期待される。当施設では、VEPS膜を用いた持続緩徐式血液濾過器
ヴィライフを実臨床において導入しており、長時間にわたるCRRT（Continuous Renal Replacement Therapy）に
おいても良好な透析効率と回路の安定性が確認されている。特に、従来膜使用時に見られた早期凝固や血流トラブ
ルの発生頻度が低下し、抗凝固薬の使用量を抑えながらの治療継続が可能であった。加えて、臨床スタッフからは
装着・操作性に関する評価も高く、急性期病態におけるCRRT治療の安定化に寄与している。VEPS膜を用いた持
続緩徐式血液濾過器は、抗凝固・抗酸化の両面から治療の安全性と継続性を高める新たな選択肢として、今後の
急性血液浄化療法における有用性が期待される。
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